
第１０回　次世代化学プロセス技術開発　発表会

「多相系触媒反応プロセス技術の開発」＆「新固体酸触媒プロセス技術の開発」

　　　　　　　　　　　　　　　　　   財団法人　化学技術戦略推進機構

開催案内

新規触媒反応を活用した有用な化学反応プロセス技術を開発する「次世代化学プロセス技術開発（シンプルケミストリー・プログラム）」は平成７年に開始後９年を経て、本年３月に終了を迎えることとなりました。ここまで来れましたことは関係各位のご指導、ご尽力のお陰と心より感謝申し上げる次第です。

　　この間、「固相反応場利用プロセス技術の開発」（平成7～10年度）、「ナフサ接触分解技術の開発」（平成7～11年度）、「新反応機構利用プロセスの技術開発」（平成9～12年度）、「飽和炭化水素の選択酸化反応技術の開発」（平成9～13年度）、「ノンハロゲン化学プロセス技術開発」（平成11～14年度）の５プロジェクトが時系列的に立ち上がり、グリーンサステイナブルケミストリー（ＧＳＣ）に適合するプロセス開発や省資源・省エネルギー・環境負荷低減に貢献する成果を出して終了しています。
引き続いて、プログラムの最後となる２つのプロジェクト「多相系触媒反応プロセス技術の開発」（平成12～15年度）と「新固体酸触媒プロセス技術の開発」（平成13～15年度）が取り上げられ本年度まで実施してまいりました。

　　「多相系触媒反応プロセス技術の開発」は、平成１２年１１月より実質３年半の技術開発期間に、錯体触媒を使う機能化学品合成技術のリニューアルを目的にして、酸化・還元・置換・付加に属す複数の有用なモデル反応を取り上げ、２相または３相の反応場を形成できる水溶性金属錯体触媒、弗素系ルイス酸触媒、相間移動触媒の３群の触媒種を選定して、有機相と触媒相から成る反応場で反応を行い、反応後に触媒相を容易に分離して循環使用する新規プロセス技術の開発を行ってまいりました。
　　一方、「新固体酸触媒プロセス技術の開発」は、平成１３年１１月より実質２年半の技術開発期間に、環境面･資源エネルギー面で課題（生成物と触媒の分離、触媒再生等の多段階工程、廃酸処理）の多い均一系強酸性触媒に代わる新規固体酸触媒プロセスの開発を行うもので、具体的には、反応場の活性点を三次元的にナノオーダーレベルで設計したメソポーラス材料、層状粘土化合物、有機無機ハイブリッド材料等を用いた新規固体酸触媒を開発し、４つのターゲット反応(オレフィンのオリゴメリゼーション、双環性芳香族化合物類の合成、ヒドロキシカルボン酸の合成、ベンジルアルコールの合成)でプロセス化の可能性を検討してまいりました。

「次世代化学プロセス技術開発」では、終了しますプロジェクトにつきましてこれまで研究開発結果を皆様に報告してまいりましたが、「多相系触媒反応プロセス技術の開発」と「新固体酸触媒プロセス技術の開発」についても本年３月に終了することになりましたので、研究結果の概要についてご報告するとともに、皆様の技術開発の一助なれば幸いと発表会を企画致しました。

ご多忙中とは存じますが、皆様方のご参加をお待ちしております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	    　日　時　　　　平成１６年３月２日（火） 
１３：００～１８：００　　発表会

１８：１０～１９：３０　　交流会
    　

場　所　　　　アルカディア市ヶ谷（私学会館）会議室
　　　　　　　　　　　　〒102-0073　東京都千代田区九段北４－２－２５

　　　　　　　　　　　　TEL　０３－３２６１－９９２１

参加費　　　　無料




プログラム

13:00　　開　会                                    
13:10　　第１部　多相系触媒反応プロセス技術の開発

　　　　プロジェクト概要　　　　　　　　　　　　

大学の基盤研究

　　１　相間移動触媒反応　　　　　　　　　　　　名古屋大学 　 後藤繁雄
　　　　２　水溶性錯体触媒反応　　　　　　　　　　　東京農工大学　小宮三四郎
　　　　３　弗素系ルイス酸触媒反応　　　　　　　　　東京工業大学　三上幸一

企業の研究開発
　　　　４　不斉水素化による光学活性体合成　　　　　ＪＣＩＩ（高砂香料工業）  
　　　　５　選択水素化によるアミン合成　　　　　　　ＪＣＩＩ（広栄化学工業）

  　　　６　オレフィンへの付加によるエーテル合成  　ＪＣＩＩ（日本ゼオン）
　　　　７　酸反応によるエステル・ラクトン合成　 　 ＪＣＩＩ（旭化成・野口研究所）
　　  　８　過酸化水素酸化によるエポキシド合成　　　ＪＣＩＩ（日産化学工業）
15:20　　休　憩                                    

15:40　　第２部　新固体酸触媒プロセス技術の開発　    

　　  　　　プロジェクト概要　　　　　　　　　　　　東京工業大学　田中正人
大学の基盤研究
１　分子性酸触媒と触媒反応   　　　　　　　 東京工業大学　田中正人

２　規則性ナノ空間を利用した新しい固体酸触媒設計法  　東京工業大学　岩本正和

企業の研究開発
　  ３　オレフィンのオリゴメリゼーション　　　　ＪＣＩＩ（出光石化）

４　双環性芳香族化合物類の合成　　　　　 　 ＪＣＩＩ（昭和電工）

　　　　５　ヒドロキシカルボン酸の合成　　　　　　　ＪＣＩＩ（日本曹達）    

６　ベンジルアルコールの合成                ＪＣＩＩ（丸善石化）　

産業技術総合研究所の研究開発
７　インダノン・テトラロンの合成　　　　　  産総研つくば　島田 茂　　　　   　　　　　　　　　

８　ヒドロキシカルボン酸の合成　　　        産総研関西　　相馬芳枝 

17:50　　閉会　挨拶                                 名古屋大学教授　服部　忠

18:10　　交流会 　　　　　　　　　　　　　　　　　
申込方法：　　下記の参加申込に必要事項をご記入の上　E－メール　あるいは　FAXにてお申し込みください。複数でお申し込みの場合、代表の方がお申し込みいただければ結構です。

尚、定員（約１２０名）になり次第締め切らせていただきますので予めご了承願います。

問合せ・申込先：　　財団法人　化学技術戦略推進機構　研究開発事業部

〒101-0051　東京都千代田区神田神保町１－３－５冨山房ビル３Ｆ
　　　　　　 　 TEL ０３－５２８３－３２６０    FAX ０３－５２８２－０２５２ 

担当者 　 金島　節隆（E-mail  kaneshima@jcii.or.jp）
川村　吉成（E-mail　rd2027@jcii.or.jp）

参加申込記入事項：　　

勤務先

所　属　

所在地　

　　　　　  ＴＥＬ

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　（E-mail）

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　（E-mail）

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　（E-mail）

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　（E-mail）

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　（E-mail）

　　　　　  交流会出欠　　　　　　　　　出席　　　　　　欠席


